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１．研究計画の概要 
本研究は、木彫像に用いられる樹種を科学

的に分析し同定する作業をおこない、その成

果を踏まえながら、樹種選択のあり方を究明

しつつ、「用材観」という従来ほとんど議論

されてこなかった視点から日本彫刻史を再

検討することを目的としている。８・９世紀

の主要な木彫像の用材がカヤであることが

これまでの本研究によって科学的に判明し、

従来ヒノキ中心に把握されていた用材観に

対して問題提起を行なうことができた。その

作業を継続するとともに、仏教彫刻のほか神

像彫刻や、中国の木彫像にも調査の範囲を広

げる。 
 
２．研究の進捗状況 
神像彫刻を中心に、仏教彫刻も含めて美術

史的調査や、使用木材の樹種同定を実施した

。主な調査対象地域は、熊本県、宮崎県、岐

阜県、島根県である。これらの地域の作品に

ついては、一箇所に多くの神像彫刻が伝来す

るものを中心に選んだ。それらは、製作年代

に幅があり、また、神像彫刻と仏教彫刻の両

方が含まれるものもあるので、表現や用材の

地域性や時期による変遷などを知る手がか

りになる。それらのほかに、京都・松尾大社

の三神像（重文）、奈良・薬師寺の八幡三神

像（国宝）、和歌山・熊野速玉大社の三神像

（国宝）などの日本彫刻史上の重要作品につ

いても調査を実施した。これらの作品は、そ

の製作時代を代表するもので、表現や用材選

択の意識を考える上で基準的なものであり、

前記地方作品の表現や用材選択の意識など

を考察する上で欠くことができない。 
調査の際には作品の彫刻史的な調書の作

成、写真撮影、樹種同定のためのサンプルの

採取を実施した。調査件数は約１３０件であ

る。調書、写真は研究に容易に用いられるよ

うに整理をした。サンプルは、森林総合研究

所において分析し樹種の同定をした。なお、

採取は、所蔵者・保管者の許可を得たものに

限った。一部のサンプルについては、加速器

質量分析法(AMS : Accelerator Mass 
Spectrometry)による分析を行った。その結

果は、美術史的な作品の年代観とは大きな開

きがあるものがある。今後、その理由につい

て検討する必要があるが、そのためにもより

多く対象を分析する必要がある。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 これまでに、神像彫刻を中心に約１３０件
の彫刻の調査を実施した。神像彫刻は、一般
に公開されることがないなかで、これだけの
調査を実施したことは特記すべきことであ
る。中国製の彫刻については、十分に実施し
ていないので、さらに調査対象を増やす必要
がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 

引き続き調査を実施するが、中国の木彫像

、10～11世紀の木彫像に関連する従来の研究

書や研究論文を外国の文献も視野に入れな

がら収集し、研究史を十分に把握するように
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つとめる。また、対象となる木彫像の樹種や

用材観に関する文献史料を渉猟し、用材に関

する認識がどのようなものであったかとい

う観点から検討を加える。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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